
 

 HACCP システムの導入をお手伝いします 
 
 平成 26 年 5 月、厚生労働省は将来的なＨＡＣＣＰ義務化を見据えた大規模なガイドラインの改正を行いました。広島県環境保健協会においても、商品

の安全性向上と品質管理のため、ＨＡＣＣＰを推進しています。当会では、現在、HACCP システムの導入を目指すお客様のご支援を行っています。 

現場調査や衛生教育などを行いながら、貴社の食品製造施設の状況に応じた段階的な HACCP システムの構築、管理、運営をお手伝いします。 

１ 
５S 活動（整理・整頓・清掃・清潔・習慣）を導入します。 

工場内を巡回し、食品衛生の基礎となる５S 活動が適切に実施できて

いるかどうか調査します。環境検査の結果、問題のある場所に    

ついて、改善の提案を行います。 

ステップ 

２ 
ステップ 一般的衛生管理プログラムを導入します。 

一般的衛生管理プログラムは、HACCP システム導入の前提条件と 

なります。製造環境の衛生管理や従業員の衛生管理の構築に    

向けて、マニュアルや記録用紙の作成を行います。 

※広島県食品自主衛生管理認証制度の取得が可能です。 

３ 
ステップ HACCP を導入します。 

HACCP の導入に向け、製品説明書（手順２）の作成や危害分析  

（手順６）の実施、重要管理点の設定（手順７）など HACCP プランの 

作成を行います。また、導入後の現場での検証など HACCP システム

の維持・管理を支援します。 

新しく食品事業をはじめられる方

はこちらから。 

食品衛生に関する社内ルールがある

が、マニュアルがない方はこちらから。 

広島県食品自主衛生管理

認証を導入されている方、

社内で一般的衛生管理プロ

グラムが確立されている方

はこちらから。 
HACCP 導入 

お気軽にお問合せください。すぐに現場調査に参ります。 
担当者 食品衛生課：和田、食品検査課：中川 

電話番号：082-293-1517  メール：fs-comas@kanhokyo.com 
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